
心情記述 変化編心情記述 変化編
問題編　気持ちの変化を書く

全3問

名前 日付 得点 1 / 2

問1問1

　祖母の家に泊まるのは気が重かった。テレビもゲームもない。夕食のあと、祖母は古いアルバムを開いた

。知らない人の写真ばかりだと思っていたが、幼い父が写っていた。「これ、お父さん？」と聞くと、祖母

は笑ってうなずいた。気づけば夜が更けていた。

問問 傍線部「気づけば夜が更けていた」のときの「ぼく」の気持ちを、六十字以内で説明しなさい。

60字以内 一マス一字

ヒント　「気が重かった」が変化前です。「夜が更けていた」は時間を忘れたということです。

問2問2

　新しいクラスで、だれとも話せないまま一週間が過ぎた。給食の時間、となりの席の子がふり向いて「そ

の本、おもしろい？」と聞いてきた。読みかけの本の表紙を指さしている。わたしは声が出ないまま、何度

もうなずいた。

問問 傍線部「何度もうなずいた」のときの「わたし」の気持ちを、六十字以内で説明しなさい。

60字以内 一マス一字

ヒント　「声が出ない」のは緊張とうれしさの両方からです。一週間の状況が背景になります。
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問題編　気持ちの変化を書く

全3問

名前 日付 得点 2 / 2

問3問3

　ピアノの発表会が近づくにつれ、あかりは練習をさぼるようになった。うまく弾けない部分が、どうして

も直らなかった。ある日、隣の家から下手なピアノの音が聞こえてきた。何度も同じところでつまずいてい

る。それでも音はやまなかった。翌朝、あかりはピアノの前に座った。

問問 傍線部「ピアノの前に座った」のときのあかりの気持ちを、六十字以内で説明しなさい。

60字以内 一マス一字

ヒント　「さぼるようになった」が変化前です。隣の家の音が何を伝えたかを考えます。
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